
年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで絵巻と本文とを関連付けて捉え，学習課題に
沿って内容についての理解を深めようとしている。

古典探究国語

領域
評価規準

配当
時数

態知

新編古典探究　東京書籍　みるみる覚える古文単語３００+３０いいずな書店

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

古典探究

（　小笠原　)

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。

国語 古典探究 2

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

徒然草【丹波に出雲といふ所あ
り】【九月二十日のころ】
知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
ウ，カ
○活読むこと⑵ア

〇

宇治拾遺物語
「小野篁，広才のこと」
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵
ア，イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
ウ，オ

小話―四編【蛇足】【断腸
［知技］⑴ア，イ／⑵ア，イ，ウ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
ウ，キ
　○活読むこと⑵ア

［知技］⑴ア，イ／⑵ア，エ
［思判表］読むこと⑴ウ，エ

１
学
期

【蛇足】
１本文を正しく音読する。
２脚注を参考にしながら本文を書き下
し，現代語訳する。（手引き１）
３「為ス二蛇ノ足ヲ者」が酒を失った
理由を考える。
４「蛇足」などの故事成語の意味や使
い方を辞書で確認する。（手引き２・
３）
【断腸】
１本文を正しく音読する。
２脚注を参考にしながら本文を書き下
し，現代語訳する。
３桓公が「猿ノ子」を得た者を罷免し
た理由を考える。（手引き１）
４「断腸」という故事成語の意味や使
い方を辞書で確認する。（手引き２）

【丹波に出雲といふ所あり】
１主語を確認しながら，話のあらすじ
を読み取る。
２聖海上人の言葉の変化に沿って，そ
の心情を読み取る。（手引き１）
３この話のおもしろさは，どういうと
ころにあるか説明する。（手引き２・
３）
【九月二十日のころ】
１主語に注意しながら，話のあらすじ
を読み取る。（手引き１）
２人物の行動を整理する。（手引き
１）
３作者の「その人」に対する評価をま
とめる。（手引き２・３）
４絵の違いを見つけ，その違いについ
て考えたことを話し合う。（言語活
動）

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章について，内
容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めた
りしている。
［主］進んで古典特有の表現に注意して展開のおもしろさ
を味わい，学習課題に沿って，説話を正確に読み取ろうと
している。

【小野篁，広才のこと】
１帝の篁への疑いの原因と，その疑い
を晴らしたものが，ともに篁の学才に
あることを理解する。（手引き１）
２言葉遊びのおもしろさがどこにある
かを読み取る。（手引き２）
３「帝ほほ笑ませ給ひて，事なくてや
みにけり。」となった理由を考える。
（手引き３）

□帝と篁のやりとりのおもしろさをま
とめる。

4〇 〇 〇

4〇〇 〇〇 〇 〇

〇 〇 〇

4〇〇 〇 〇 〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで絵巻と本文とを関連付けて捉え，学習課題に



３学期

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成
り立ちにもたらした影響について理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで登場人物の行動や心情，起こった出来事など
を捉え，学習課題に沿って感じたことを話し合おうとして
いる。

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章について，内
容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めた
りしている。
［主］進んで文学史における日記文学の位置づけについて
理解し，学習課題に沿って作者の置かれた境遇や物語に向

読む
源氏物語〔言語〕

 ［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵
ア，イ，ウ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
ウ，エ，カ，ク
○活読むこと⑵ア

［知技］⑴イ／⑵ア
［思判表］読むこと⑴エ

〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

□「出典・作者」の項を参考にして，
作品と作者について必要な知識を得
る。
【光源氏の誕生】
１全体を通読し，現代語訳をする。
２敬語について理解する。
３物語世界がどのような状況であるか
を理解する。（手引き１・２・３）
４物語の書きだしについて考える。
（手引き４）
【若紫】
１全体を通読し，現代語訳をする。
２登場人物について整理し，理解す
る。
３登場人物の描写の特徴を理解する。
（手引き１）
４登場人物の心情を読み取る。（手引
き２・３）
５絵画に描かれた場面と本文とを比べ
る。（言語活動）

＊Ｄこの教材には，関連するデジタル
コンテンツが用意されているので，適
宜利用するとよい。 ［知技］
・古典に用いられている語句の意味や
用法を理解し，古典を読むために必要
な語句の量を増すことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴
について理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章
の構成や展開の仕方について理解を深

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要な語
句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方について理解を深めて
いる。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞などの表現の特色
について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の文化と中国な
ど外国の文化との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めてい
る。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影
響について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉え
ている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内
容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容
を解釈するとともに，文章の構成や展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ
ながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察してい
る。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れているものの見方，感じ
方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の考えを広げたり深め
たりしている。
・「読むこと」において，古典の作品や文章を多面的・多角的な視点から評価す
ることを通して，我が国の言語文化について自分の考えを広げたり深めたりして
いる。
［主］
・積極的に他の作品で言及されたり絵に描かれたりした『源氏物語』と本文とを
比較し，今までの学習を生かして登場人物の言動や話の概要とその意味について
考察しようとしている。

読む
項羽と劉邦〔言語〕
Ｐ182
７時間 ［知技］⑴ア，イ，ウ／
⑵ウ，エ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
エ，カ
読むこと⑵ア

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
・「読むこと」において，古典の作品や文章を多面的・多
角的な視点から評価することを通して，我が国の言語文化
について自分の考えを広げたり深めたりしている。
［主］
・進んで和歌を多面的・多角的な視点から評価し，学習課
題に沿って言語文化についての自分の考えを深めようとし

〇 〇 〇 4

〇 〇

読む
伊勢物語
Ｐ94
５時間
 ［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵
ア，イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
ウ，カ

〇 〇

小倉百人一首の世界『小倉百人一
首』より
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵
ア，イ，エ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
ウ，カ，ク

読む
更級日記
■古文の窓２
　日記文学―『蜻蛉日記』と『更
級日記』
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵
ア，イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
エ，オ

〇

 □『小倉百人一首』の中で知って
いる歌を挙げ，その意味を確認す
る。
□『小倉百人一首』の成立につい
て，簡単な経緯を知る。
１「君がため…」の歌について,筆
者が「視覚」「心情」それぞれの面
からどのように評価しているかを確
認する。（手引き１①）
２「ちはやぶる…」の歌について，
どのような情景を詠んだと考えられ
るかを確認する。（手引き１②）
３「わが袖は…」の歌について，
「沖の石」のどのような状態を，ど
のような心情にたとえたのかを確認
する。（手引き１③）
４「めぐりあひて…」の歌につい
て，月のどのような様子を，幼友達
のどのような様子にたとえたのかを
確認する。（手引き１④）
５教科書に鑑賞文が掲載された歌以
外の和歌を鑑賞する。（言語活動）

□日記文学の流れと概要について学
び，理解する。
□『更級日記』とその作者について
理解する。
□当時の東国から都までの旅につい
て，そのおおよそを確認する。
【物語】
１本文を読み，「源氏の物語」を手
に入れた経緯と，それまでの作者の
気持ちをまとめる。（手引き１）
２「源氏の物語」を読む感動はどの
ように描かれているか，まとめる。
（手引き２）
３ここに語られる「夢」とはどうい
うものか理解し，それに対する作者
の態度を読み取る。
４「まづいとはかなく，あさま
し。」という表現に注目して，少女
時代の物語耽溺に対する晩年の思い
を知る。（手引き３）

〇 〇
２
学
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□歌物語の特徴および『伊勢物語』に
ついて，既習の事柄を整理する。
【東下り】
１本文を通読し，旅の行程に注目しな
がら，いくつかの場面に分ける。（手
引き１）
２第一段落の重要語に注意し，現代語
訳する。
３主人公の「男」が「東下り」をする
に至った事情について学び，その時の
男の心情を考える。
４「唐衣…」の歌に用いられた和歌の
修辞を理解するとともに，そこに詠み
込まれた心情を理解する。（手引き
２）
５第二～第五段落において，どのよう
な場所を，どのように旅したか，具体
的に考える。
６第二～第四段落において，「宇津の
山」「富士の山」がどのように描写さ
れ，和歌に取り入れられているか考え
る。
７第五段落において，「すみだ川」の
ほとりでの，男たちの心情について考
える。（手引き２）
８全体を読み直し，男たちの心情の変
化を，和歌に着目し，整理する。

□「本紀」「紀伝体」等の形式を確認
する。

【鴻門之会】
１第一段落と第二段落を音読し，書き
下し文で留意する箇所を確認する。
２第一段落と第二段落を現代語訳し，
登場人物を項羽側と沛公側とに分けて
整理する。（手引き１）
３第三段落の第一節と第二節（一八
七・２まで）を音読し，書き下し文で
留意する箇所を確認する。
４第三段落の第一節と第二節を現代語
訳し，新たな登場人物を整理する。
（手引き１）
５第三段落の第三節と第四段落を音読
し，書き下し文で留意する箇所を確認
する。
６第三段落の第三節と第四段落を現代
語訳し，登場人物のはたらき，樊噲の
主張をまとめる。（手引き２・３）
７沛公が無事に脱出できた理由を話し
合う。（手引き４）
【四面楚歌】
１本文の前半（一九一・１「騎之」ま
で）を音読する。
２句法に注意して本文前半を書き下
し，現代語訳する。（手引き１）
３本文の後半（一九一・１「於是」以
降）を音読する。
４句法に注意して本文後半を書き下
し，現代語訳する。（手引き２）
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［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］積極的に歌物語の特徴について理解し，今までの学
習を生かして，登場人物の心情や作品に表れているものの
見方，感じ方，考え方を読み取ろうとしている。

〇 〇 〇 4

〇 2〇



３
学
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［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成
り立ちにもたらした影響について理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで登場人物の行動や心情，起こった出来事など
を捉え，学習課題に沿って感じたことを話し合おうとして
いる。

合計

34

読む
項羽と劉邦〔言語〕
Ｐ182
７時間 ［知技］⑴ア，イ，ウ／
⑵ウ，エ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，
エ，カ
読むこと⑵ア

□「本紀」「紀伝体」等の形式を確認
する。

【鴻門之会】
１第一段落と第二段落を音読し，書き
下し文で留意する箇所を確認する。
２第一段落と第二段落を現代語訳し，
登場人物を項羽側と沛公側とに分けて
整理する。（手引き１）
３第三段落の第一節と第二節（一八
七・２まで）を音読し，書き下し文で
留意する箇所を確認する。
４第三段落の第一節と第二節を現代語
訳し，新たな登場人物を整理する。
（手引き１）
５第三段落の第三節と第四段落を音読
し，書き下し文で留意する箇所を確認
する。
６第三段落の第三節と第四段落を現代
語訳し，登場人物のはたらき，樊噲の
主張をまとめる。（手引き２・３）
７沛公が無事に脱出できた理由を話し
合う。（手引き４）
【四面楚歌】
１本文の前半（一九一・１「騎之」ま
で）を音読する。
２句法に注意して本文前半を書き下
し，現代語訳する。（手引き１）
３本文の後半（一九一・１「於是」以
降）を音読する。
４句法に注意して本文後半を書き下
し，現代語訳する。（手引き２）

6〇 〇 〇〇 〇 〇


